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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月2日(2012.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象に投与するためのワクチン組成物であって、
　抗原とカップリングした複数の粒子を含み、その際、各粒子は予め定めたアスペクト比
で作製され、ワクチン組成物はこの予め定めたアスペクト比と相関する免疫原性を有する
、ワクチン粒子組成物。
【請求項２】
　粒子がマイクロメートルサイズの粒子であり、その際、免疫原性が予め定めたアスペク
ト比と正の相関を示す、請求項１に記載のワクチン組成物。
【請求項３】
　粒子がナノメートルサイズの粒子であり、その際、免疫原性が予め定めたアスペクト比
と負の相関を示す、請求項１に記載のワクチン組成物。
【請求項４】
　予め定めたアスペクト比が約１：１である、請求項１に記載のワクチン組成物。
【請求項５】
　予め定めたアスペクト比が少なくとも約３：１である、請求項１に記載のワクチン組成
物。
【請求項６】
　予め定めたアスペクト比が少なくとも約１０：１である、請求項１に記載のワクチン組
成物。
【請求項７】
　粒子がさらに免疫刺激作用物とカップリングしている、請求項１に記載のワクチン組成
物。
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【請求項８】
　少なくとも１種類の免疫刺激作用物および抗原が粒子に非分解性リンカーによりカップ
リングしている、請求項７に記載のワクチン組成物。
【請求項９】
　少なくとも１種類の免疫刺激作用物および抗原が粒子に分解性リンカーによりカップリ
ングしている、請求項７に記載のワクチン組成物。
【請求項１０】
　免疫刺激作用物が抗原から物理的に分離されている、請求項７に記載のワクチン組成物
。
【請求項１１】
　粒子が種々の量の抗原および免疫刺激作用物を持続放出するように構築されている、請
求項７に記載のワクチン組成物。
【請求項１２】
　粒子が種々の量の抗原を持続放出するように構築されている、請求項１に記載のワクチ
ン組成物。
【請求項１３】
　粒子が予め定めた速度で、および／または予め定めた環境条件に応答して分解するよう
に構築されている、請求項１に記載のワクチン組成物。
【請求項１４】
　粒子が１回量のワクチン組成物中に初回抗原刺激能および追加抗原刺激能の両方を備え
るように構築されている、請求項１に記載のワクチン組成物。
【請求項１５】
　対象に投与する免疫刺激作用物の免疫原性を低下させる方法であって、
　免疫刺激作用物を対象に投与する前に、免疫刺激作用物を非分解性リンカーにより粒子
にカップリングさせることを含む方法。
【請求項１６】
　複数の実質的に同じサイズおよび形状の粒子；その際、粒子はカチオン性ＰＬＧＡ組成
物を含む；ならびに
　それらの粒子の表面に吸着した抗原
を含む、ワクチン組成物。
【請求項１７】
　抗原がＨＡタンパク質である、請求項１６に記載のワクチン組成物。
【請求項１８】
　実質的に、複数の粒子の各粒子が約４：１のアスペクト比を有する、請求項１６に記載
のワクチン組成物。
【請求項１９】
　実質的に、複数の粒子の各粒子が約２００ナノメートル未満の第１寸法および約２００
ナノメートルより大きい第２寸法を有する、請求項１６に記載のワクチン組成物。
【請求項２０】
　実質的に、複数の粒子の各粒子が約８０ナノメートルの第１寸法および約２５０ナノメ
ートルより大きい第２寸法を有する、請求項１６に記載のワクチン組成物。
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